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毎　月10　日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行・

Ｉ＝
来春2月に完　成

吉田小学校講堂

町では、吉田小学校屋内運動場建設工事として、講堂を建設していま

すが、来春2月末に完成を予定しています。

今年の夏に完成したプールに軌1て行なわれているこの講堂建設は、

惚工費7950万円を費して建設されていますが、鉄筋コンクリ＿ト迄で、

壷床面即88．54平別；。中には、ステ＿ジ、・控室の他、更衣室などが備

えられます。

町の人ロ

ー（51年10月末現在）

人　口　24，479

男11，368

女12，611

世帯数　7，272



担ぎ
．・

酬ｌ刷冊　昭和51年11月乃日　脚Ｉ柵椚…酬胴冊ｌⅢⅢ腑冊腑‖腑紺晰ⅢⅢｌ

投

票

日

は

日

月

5

日

午
前
7
時
～
午
後
6
時

第
三
十
四
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が

十
一
月
十
五
日
公
示
さ
れ
、
十
二
月
五

日
に
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
一
票
の
自
覚
が
よ
り
よ
い

未
来
を
開
き
ま
す
。
有
権
者
の
皆
さ
ん

は
、
ぜ
っ
た
い
に
棄
権
を
せ
ず
に
二
票

を
大
切
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

不

在

者

投

票

1
2
月
5
日
の
投
票
日
に
投
票
で
き
な

い
人
は
、
前
も
っ
て
不
在
者
投
票
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間

▽
受
付
時
間

5
時
ま
で

▽
投
票
場
所

1

1

月

1

5

日

～

1

2

月

4

日

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後

水
巻
町
選
挙
管
理
要
員

会
事
務
局
（
水
巻
町
役
場
会
議
室
）

町
内
転
居
を
す
れ
ば

投
票
は
旧
住
所
地
で

町
内
転
居
を
さ
れ
た
か
た
で
、
1
1
月

1
0
日
以
降
に
転
居
の
手
続
き
を
さ
れ
た

か
た
は
、
選
挙
人
名
簿
作
製
の
関
係
で

転
居
前
（
旧
住
所
）
の
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

郵

便

在

宅

投

票

身
体
障
害
者
の
か
た
で
身
障
の
等
級

が
1
級
ま
た
は
2
級
の
手
帳
を
持
っ
て

い
る
か
た
で
、
し
か
も
、
町
に
在
宅
投

票
の
届
出
を
し
て
い
る
か
た
は
、
郵
便

在
宅
投
票
が
で
き
ま
す
。

郵
便
在
宅
投
票
を
す
る
か
た
は
、
投

票
用
紙
交
付
申
請
書
を
1
2
月
1
日
1
7
時

ま
で
に
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

に
到
着
す
る
よ
う
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。衆

議
院
議
員
総
選
挙
お
よ
び
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
選
挙
公
報
と

投
票
所
入
場
券
は
、
十
一
月
末
ま
で
に

各
世
帯
に
配
付
す
る
予
定
で
す
。

一
選
挙
の
こ
と
で
お
た
ず
ね
に
な
一

一
り
た
い
と
き
は
、
町
選
挙
管
理
番
二

一
員
会
事
務
局
（
魯
6
0
1
㌧
4
．
3
一

一
2
1
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
二

－
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投
謹 投 投 回

フコ‾く
第 宙 召す 酋 薗 薗 軍す 苗

区
フＪく フＪヾ フＪヾ ボ フＪヾ フＪヾ ボ

－ 所 所 所 所 所 所 所

第
六
は

猪
熊

高
管松

第 町 ＝ヒ
ロ

±ヒ
ロ
田

伊
左

投

Ｊらｌ．「
示 ム

噌 戌
田

ノ
団 座

回
か

学
校

講

保

育

地 小
学
撃

事

務
会

．・．．．一Ｌ 酋
フコ‾く

所

ら 公 公
投 民 民
票
所
が
変
り
ま
し

望 所 園 館 館 館 講
堂

樋 梅 古 頃 二王ご
口

土
日

下 立

関

係

地

区

ロ ノ 賀 末 田 田 二 屋

た ヽ 木 ヽ ヽ ノ ノ ’敷
の ・区 公 ＿．．一 ヽ
で 熊 ヽ 生 栄 ヽ ヽ 二 伊
し注 ヽ

猪
高 街 荘 縁 ＝ヒ

【コ
町 左

意 松 ヽ ヽ 風 田 住 座
£ 剤 区 古 机 園 ノ 　ヽ　　　ヽ
だ
さ

ヽ 賀 ヽ ヽ 入　 み
い
0

任 甘 区 美 ヽ 江 ず
ヽ 岡 ．

松 ・ 社 ＝ヒ
ロ

士
ロ

興　 は

一 団 区 野 田 遠 田

ツ
頭
区

地 ヽ
鯉
口
区

団
地

社 地
宅　 二

　ヽ　一
杯 二
篭 霊

ｌ

一書””＿＿”．”⊥＿〝．”＿＿．””＿＿””．＿＿”．”＿＿．．〝．＿一′””一一

霊議雷撃立会演説
（

期　日ｔＬ　昭和51年11月27日（土）

時　間　　午後1時から

場　所　　伊左座小学校講堂

当日は下足袋を用意してください。また、学校には駐車場があ

♪ヰりませんので車での来場はご遠慮ください。

∵
〔

ご
利
用
く
だ
さ
い

郵
便
局
の
簡
易
保
険

郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
、
今
月
を

「
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
月
」
　
と
し

て
、
簡
易
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
お

待
な
保
険
料
の
払
込
み
方
法
や
、
保
険

料
の
払
込
み
が
月
遅
れ
と
な
っ
て
い
る

ご
契
約
の
保
険
料
払
込
み
の
お
勧
め
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
料
は
お
得
な
前
納
払
込
み
で

簡
易
保
険
で
は
、
ひ
と
月
ご
と
に
払

い
込
ま
れ
て
い
る
保
険
料
を
、
前
も
っ

て
ま
と
め
て
払
い
込
ん
で
い
た
だ
く

と
、
次
の
割
引
き
が
あ
り
ま
す
。

月
額
保
険
料
一
万
円
の
場
合

払
込
月
数
と
割
引
額

㊥
三
ケ
月
分
以
上
日
千
円
（
保
険
料
一

ケ
月
分
の
十
分
の
こ

㊥
六
ケ
月
分
以
上
－
～
五
千
円
（
保
険
料

一
ケ
月
分
の
二
分
の
一
）

㊥
一
年
分
＝
一
万
円
（
保
険
料
一
ケ
月

分
）

月
遅
れ
の
保
険
料
の

払
込
み
は
早
め
に

簡
易
保
険
は
、
保
険
料
の
払
込
み
が

な
い
ま
ま
三
ケ
月
を
経
過
し
ま
す
と
保

険
契
約
の
効
力
が
な
く
な
り
、
万
一
の

こ
と
が
あ
っ
て
も
保
障
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
保
険
に
加
入
さ
れ
た
の

に
、
み
す
み
す
大
切
な
財
産
を
失
う
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。

お
持
ち
の
保
険
料
領
収
帳
を
も
う
一

度
確
か
め
て
、
も
し
も
月
喋
れ
と
な
っ

て
い
た
ら
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
遅
れ

を
取
り
戻
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
郵
便
局
に
連
絡
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
局
員
が
お
宅
に
伺
い
ま
す
。
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昭

和

五

十

二

年

の

成

人

式

該

当

者

を

調

査

し

て
　
い
　
ま
　
す

移
動
の
た
め
に
も
れ
た
か
た
は

教
育
委
員
会
に
連
絡
く
だ
さ
い

町
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
一
月
十
五
日
に
行
な
わ
れ
る
成
人
式

に
該
当
す
る
新
成
人
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

新
成
人
に
該
当
す
る
の
は
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

三
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
か
た
で
、
該
当
者
を
九
月
一
日

現
在
の
選
挙
人
名
籍
に
よ
っ
て
調
査
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
転

入
、
転
出
な
ど
、
移
動
の
た
め
に
次
の
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
か

た
、
ま
た
、
九
月
一
日
以
後
、
水
巻
町
に
転
入
し
た
た
め
に
該
当
す

る
よ
う
に
な
っ
た
か
た
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
お
よ
び
担
任
地
区

の
公
民
館
長
に
申
し
出
ら
れ
る
よ
う
お
顧
い
し
ま
す
。

立
屋
敷
　
清
水
明
徳
、
橋
本
聡
一

郎
、
津
田
賢
一

伊
左
座
　
桝
添
三
枝
子
、
永
沼
美
由

紀
み
ず
ほ
団
地
　
生
住
静
江
、
江
藤
好

美
、
片
岡
聡
、
野
中
朋
子
、
熊
井
克

也
、
浦
川
純
子
、
下
屋
敷
敏
郎
、
松
葉

美
令
、
柴
田
万
里
子
、
原
美
由
紀
、
小

山
豊
彦
、
大
山
寛
、
永
井
千
代
、
加
納

宮
久
美
、
松
下
裕
子
、
古
米
明
人

工
　
竹
内
松
美
、
品
川
昌
人
、
古
石

一
孝二

町
住
　
大
太
都
志
枝
、
吉
永
勉
、

樋
口
和
俊
、
渡
辺
小
百
合

下
二
　
日
高
道
男
、
青
木
純
江
、

江
詞
亀
、
杉
永
噸
子
、
柳
語
宏
子
、

門
義
孝
、
石
山
初
美
、
岩
男
幸
一

部
信
之
、
入
江
隆
幸
、
笹
粟
剛
、

明
子
、
大
賀
千
鶴
、
青
木
純
江

小
1日阿酉入

下
二
町
住
　
富
永
春
美
、
犬
山
孝

明
、
石
丸
二
義
、
田
坂
睦
子
、
中
尾
和

義
、
山
田
勝
也
、
馬
場
孝
子
、
坂
田
真

弓
、
大
野
三
恵
子
、
中
島
真
二
、
深
水

郁
宏吉

田
の
一
佐
賀
事
、
柴
田
節
子
、

桑
嶋
美
保
子
、
安
東
邦
広
、
藤
野
登
、

佐
藤
芳
枝
、
高
原
浩
二
、
長
崎
里
美
、

井
上
光
男
、
岩
根
敏
一
、
塵
遊
美
子

吉
卸
団
地
　
山
本
田
鶴
子
、
花
田
輝

子
、
上
田
耕
二
、
杉
山
茂
、
加
藤
功
、

番
月
実
、
桝
野
久
美
子
、
池
平
政
文
、

吉
田
頼
二
、
清
原
紀
美
子
、
木
下
忠

司
、
木
下
辰
也
、
本
輿
一
秀
、
隅
田
裕

子
、
高
木
正
治
、
杉
田
久
美
子
、
友
成

英
雄
、
杉
本
信
子
、
穐
山
場
子
、
土
井

厚
子
、
梶
原
孝
二
梶
田
早
苗
、
富
永

ひ
と
み
、
正
田
益
資
、
稲
田
章
一
、
藤

原
美
津
江
、
飯
田
昭
彦
、
石
黒
末
子
、

原
文
子
、
大
森
雅
江
、
竹
口
隆
、
柴
尾

文
義
、
田
原
幸
夫
、
福
田
正
徳

吉
田
の
こ
　
井
本
松
子
、
白
土
誠

子
、
秋
吉
明
子
、
豊
里
睦
美
、
伊
地
知

理
恵
子
、
宮
津
茂
夫
、
浅
野
玲
子
、
中

松
智
子
、
山
下
薫
、
杉
本
さ
と
み
、
有

本
草
、
村
上
み
ゆ
き
、
河
野
吉
政
、
熊

野
こ
ず
え
、
横
田
千
鶴
子
、
坂
本
佳
子

白
石
隆
、
山
本
悦
子
、
山
瀬
靖
子
、
山

瀬
静
子
、
木
村
悦
子
、
池
福
嘉
、
大
山

鉄
夫
、
花
田
仁
志
、
愈
文
雄

吉
田
の
三
　
坂
本
久
美
子
、
澄
出
静

子
、
池
田
洋
一
、
吉
見
修
、
藤
崎
美
和

子
、
中
村
千
鶴
子
、
小
田
和
子
、
西
田

伸
弘
、
日
熊
富
男
、
石
塚
智
子
、
白
岩

章
宏
、
宮
本
美
江
、
石
塚
純
子
、
澄
出

和
利
、
梅
野
富
男
、
栗
原
由
規
、
前
田

千
鶴
子
、
小
木
玲
子
、
吉
満
秀
子
、
飯

田
勲
、
渋
田
一
彦
、
堀
正
博
、
宮
平
勝

之
助
、
前
場
龍
信
、
内
海
秀
昭
、
藤
崎

雄
司
、
坂
尾
基
治
、
鬼
目
芳
江
、
坂
元

け
い
子
、
広
渡
葉
子
、
重
任
亨
、
安
永

初
美
、
金
城
尚
根

美
吉
野
団
地
　
小
野
英
隆
、
渡
辺
隆

治
、
安
永
信
博
、
濱
田
稔
、
杉
野
正

子
、
白
澤
俊
一
、
辻
山
男

緑
風
園
団
地
　
清
水
頁
一
、
那
須
千

恵
子
、
岡
部
し
の
ぶ
、
小
手
川
裕
司
、

橋
本
敬
子
、
福
光
慶
二

一

松
栄
荘
団
地
　
竹
馬
真
弓
、
作
本
ま

き
子
、
尾
形
富
士
子
、
桶
野
直
子
、
山

下
紀
子
、
親
川
政
安

頃
末
　
岩
切
智
恵
子
、
上
地
智
子
、

中
山
希
子
、
内
山
妙
子
、
内
山
敦
子
、

尾
上
幸
子
、
石
川
囁
美
、
田
中
康
子
、

祝
久
栄
、
筒
番
弘
美
、
石
川
敏
朗
、
田

中
英
史
、
山
本
馨
、
．
松
尾
芳
照
、
中
村

憲
一
、
山
崎
睦
子
、
満
田
利
之
、
田
中

和
子
、
高
尾
真
紀
枝
、
立
花
班
勝
、
梅

川
孝
子
、
橋
本
直
美
、
上
田
れ
い
子
、

母
里
聖
徳
、
小
林
繁
子
、
寒
食
浩
文
、

井
手
年
針
滑
、
島
崎
好
子
、

水
田
雄
、
藤
井
浩
子
、
安
永
伸
子
、
村

上
孝
次
、
桜
木
正
治
、
有
言
範
敏
、
中

村
由
美
子
、
白
石
富
夫
、
岩
永
道
子
、

近
藤
絵
理
、
黒
木
博
子
、
富
田
俊
子
、

藤
井
由
子
、
笹
粟
富
士
子
、
平
田
フ
ジ

ミ
、
近
藤
顕
子
、
田
中
淑
枝
、
山
崎
昌

江
、
和
田
起
代
子
、
岡
田
孝
秋
、
川
北

裕
子
、
安
部
扶
美
、
越
智
弘
、
坂
本
諭

末
次
弘
子
、
栗
山
文
枝
、
森
田
剛
、
森

田
敏
男
、
岡
本
英
頓
、
金
井
百
合
子

机
　
行
政
優
子
、
泰
裕
子
、
小
田
恵

美
子
、
大
塚
由
幸
、
室
井
敬
子

古
賀
　
内
海
裕
子
、
沢
辺
典
子
、
富

谷
美
津
枝
、
水
流
秋
子
、
鹿
島
寿
義
、

井
地
久
美
、
井
地
久
夫

新
生
街
　
平
川
は
の
は
、
柴
田
裕
司

花
木
孝
一

樋
口
　
太
田
敬
子
、
江
口
勝
、
青
木

茂
、
広
石
和
久
、
斉
藤
勇
、
出
利
葉
朝

美
、
副
島
妙
子
、
長
谷
川
信
雄
、
幸
村

克
己
、
徳
永
広
幸
、
川
原
理
恵
、
山
村

敬
子
、
近
藤
千
草
、
出
利
美
美
法
加
、

皇
甫
花
子
、
河
本
憲
生
、
井
上
ふ
じ
子

猪
熊
　
大
域
勝
、
今
岡
功
、
池
田
ひ

と
み
、
原
田
千
津
子
、
佐
藤
比
呂
子
、

江
口
末
美
、
西
田
弘
一
、
園
田
春
美
、

松
尾
健
治
、
今
福
香
代
子
、
伊
東
み
さ

を
、
本
梅
唯
智
子
、
小
河
晴
美
、
光
末

高
文
、
川
上
葉
子
、
内
海
真
理
子
、
川

口
明
子
、
江
口
真
弓
、
大
田
由
美
、
渕

上
美
恵
子
、
坂
田
正
満
　
ｌ

猪
熊
町
住
　
松
本
勝
臣
、
中
村
哲

夫
、
石
橋
一
誠
、
永
島
嘉
子

鯉
口
区
　
上
田
景
子
、
石
井
敬
介
、

野
中
智
之
、
舟
津
俊
司
、
工
藤
秀
利
、

」
オ
躇
や
よ
い
、
石
黒
敬
子
、
香
川
亮

介
、
山
崎
由
美
子
、
板
並
都
美
子
、
平

層
和
夫
、
浅
井
摂
、
知
名
由
美
子
｛
山

、
恭
富
美
雄
一
1
　
ｈ

ヽ
、

ｌ
、

二
杜
区
　
宮
原
良
高
、
吉
田
綱
枝
、

長
野
昭
利
、
田
中
直
子
、
米
倉
聡
、
副

島
亨
、
熊
本
正
勝
、
北
村
晴
美
、
森
健

二

古
賀
区
　
佐
藤
正
俊
、
神
崎
浩
一
、

松
永
さ
ゆ
り
、
千
秋
多
計
志
、
佐
々
木

正
道
、
小
川
潔
仁
、
南
崎
祐
子
、
松
本

れ
ろ
子
、
尾
辻
博
、
吉
村
美
津
子
、
小

松
沢
勇
、
神
崎
喉
子
、
篠
原
信
義
、
是

永
正
博
、
奥
山
真
由
美
、
大
庭
正
美
、

河
辺
修
一
、
松
永
美
津
江

梅
ノ
木
区
　
二
瀬
秀
伸
、
坂
本
淳

子
、
山
内
恵
美
子
、
深
山
絹
代
、
笈
田

春
美
、
鎌
田
民
子
、
荒
木
清
美
、
谷
口

勇
、
上
瀧
和
子
、
砥
綿
詩
朗
、
吉
田

勇
、
竹
上
豊
子
、
金
本
毅

高
松
区
　
有
言
陽
子
、
山
田
伸
明
、

河
津
幸
子
、
白
川
和
代
、
小
林
妙
子
、

緒
方
道
雄

高
松
団
地
　
宮
下
高
子
、
隅
田
好
孝

江
上
英
二
、
冨
士
井
み
ゆ
き
、
才
木
秀

幸
、
坂
本
祐
子
、
緒
方
菊
代
、
岩
見
敏

子
、
小
田
一
夫
、
秋
元
由
美

三
ツ
頭
区
　
福
田
富
子
、
桑
村
聖
子

林
住
宅
　
下
山
美
智
子

納

　

　

期

固
定
資
産
税1

2

月

2

5

日

ヽ

ｔ

．町
県
民
税

1

月

3

1

日

国
民
健
康
保
険

＼

－

、

税

1

月

3

1

日



勲

ー
防
火
週
間
中
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

…酬刷刷昭和51年11月25日　脚冊腑仙Ⅲ醐冊胴…日日棚冊酬肌用広率定蜘野

ご
み
収
集
の

年
末
・
年
始
の
休
業

ご
み
は
、
1
2
月
2
8
日
か
ら
3
0
日
ま
で

の
3
日
間
で
、
町
内
全
域
の
収
集
を
行

な
い
、
1
2
月
3
1
日
か
ら
1
月
3
日
ま
で

休
み
ま
す
。

平
常
業
務
は
1
月
4
日
か
ら
行
な
い

ま
す
。

胃
の
集
団
検
診

▽
日
時
　
1
2
月
2
日
、
9
時
～
1
2
時
、

た
だ
し
、
受
付
け
は
9
時
～
1
0
時
3
0

分
▽
会
場
　
町
民
会
館
玄
関
前
検
診
車
内

▽
料
金
　
二
千
二
百
円
（
社
保
そ
の
他

の
者
は
千
二
百
円
、
国
保
被
保
険
者

は
五
百
円
）

▽
申
込
み
期
間
　
1
1
月
2
5
日
～
1
2
月
1

日

▽
申
込
み
場
所
　
役
場
衛
生
係

申
込
み
の
と
き
に
予
診
を
と
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
出
く

だ
さ
い
。心

配
ご
と
と

人
権
法
律
相
談

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
と

お
り
「
心
配
こ
と
相
談
」
と
「
人
権
法

律
相
談
」
を
合
同
で
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
か
た
く
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
．

▼
日
時

◎
1
2
月
6
日
　
1
0
時
～
1
5
時

◎
1
2
月
1
7
日
－
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

◎
1
2
月
2
7
日
　
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▼
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館
日
本
間

な
お
、
1
2
月
4
日
か
ら
1
0
日
が
人
様

週
間
に
あ
た
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
で

も
こ
の
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
1
2

秋
の
全
国
火
災
予
防
期
間
中
の
十

一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま

で
、
町
の
サ
イ
レ
ン
を
朝
七
時
と
夜

八
時
の
二
回
鳴
ら
し
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
防
火
運
動
の
こ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

月
6
日
は
特
別
に
「
人
権
法
繹
相
談
所

」
を
開
設
し
、
こ
の
日
は
小
倉
法
務

居
、
遠
賀
福
祉
事
務
所
か
ら
も
担
当
職

員
が
出
席
し
、
相
談
に
応
じ
ま
す
．

◎
人
権
法
律
相
談
　
小
倉
法
務
局
担
当

職
邑
人
権
禅
譲
委
員

◎
生
活
更
生
、
婦
人
相
談
　
遠
賀
福
祉

事
務
所
担
当
職
員

◎
相
談
内
容
　
農
地
、
借
地
借
家
、
金

銭
貸
借
、
戸
籍
、
登
記
、
扶
養
問

題
、
名
誉
侵
害
、
離
婚
、
そ
の
他
の

法
律
問
題
、
生
活
相
談
、
婦
人
相

談
、
家
庭
内
の
心
配
こ
と
。

5
1
年
度
防
火
管
理
者

資
格
寂
得
講
習
会

△
日
時
　
5
2
年
1
月
2
0
・
2
1
日
、
9
時

～
1
6
時

▽
場
所
　
遠
賀
郡
消
防
署
講
堂

▽
受
講
対
象
者
　
防
火
管
理
者
を
必
要

と
す
る
事
業
所
の
関
係
者
、
ま
た

は
、
業
務
上
防
火
管
理
者
知
識
が
必

要
な
人

▽
講
習
予
定
人
員
　
8
0
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
ま
す
）

▽
申
込
み
方
法
　
1
2
月
6
日
か
ら
2
0
日

ま
で
に
、
申
込
書
に
写
夷
一
葉
と
テ

キ
ス
ト
代
二
千
円
を
啓
見
て
、
遠
賀

郡
消
防
署
予
防
課
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
（
郵
送
で
の
受
付
け
は
し
ま

せ
ん
。
）

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
遠
賀
郡
消

防
署
予
防
課
　
（
電
0
9
3
2
9
・
3

・

1

2

3

1

）

へ

。

1
2
月
の
ｌ

し
尿
汲
坂
予
定

1
日
　
頃
末
、
猪
熊

2
日
　
頃
未
、
猪
熊

3
日
　
唐
熊
県
住
、
吉
田
片
山
、
ヌ
メ

リ
石
、
猪
熊

4
日
　
鯉
口
、
御
輪
地
、
革
返
、
猪
熊

6
日
　
吉
田
垣
添
、
緑
風
園
、
中
宍
区

猪
輿
高
松
区
、
三
ツ
憩
区

7
日
　
中
央
区
、
樋
口

8
日
　
伊
左
座
、
立
屋
敷
、
吉
田
川
端

吉
田
商
店
街
、
月
夜
待
、
樋
口

9
日
　
吉
田
本
村
、
革
返
、
二
、
下
二

吉
田
県
道
筋
、
吉
田
大
橋
、
樋

口

1
0
日
　
机
社
宅
、
下
二
町
住
、
二
町
住

古
賀

15141311

日　目　日　日

官
ノ
下
社
宅
、
机

古
賀
区
、
新
生
街

古
賀
区
、
吉
田
団
地

古
賀
区
、
吉
田
団
地
、
頃
未
（

1
5
・
1
8
・
2
5
区
）
、
松
栄
荘

鯉
口
区
、
吉
田
団
地
、
松
栄
荘

みんなそろって明るい正月を
歳末たすけ　あ　い運動
11月　20日～12月20日

今年も「みんなそろって明るい正月を」をスローガンのもとに、歳
末たすけあい運動が始りますｐ正月を前に家庭的に恵まれない人た
ち、寝たきり老人重度心身障害者（児）、両親のいない児童、また、
町内から各福祉施設に入所されているかたたちに皆さんの暖かい義
援金を贈り、明るい正月を迎えていただくため、歳末たすけあい運
動を実施しますので、皆さんのご協力をお願いします。

美
吉
野
、
頃
未
（
6
・
1
1
・
1
4

区
）

1
7
日
　
鯉
口
区
、
吉
田
本
村
、
伊
左
座

美
吉
野
、
頃
未
（
6
・
1
1
・
1
4

区
）

1
8
日
　
吉
田
本
村
、
下
二
、
二
、
頃
末

（

6

・

1

1

・

1

4

区

）

2
0
日
　
猪
熊
町
住

2
1
日
　
古
賀
県
住

2
2
日
　
み
ず
ほ

2
3
日
　
み
ず
ほ
、
下
二
幼
稚
園
通
り

ぬ
日
　
下
二
幼
稚
園
通
り
、
梅
ノ
木
区

2
5
日
　
梅
ノ
木
区

2
9
日
昼
か
ら
1
月
3
日
ま
で
正
月
休

ロ
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門
一
口
　
繚
　
集
　
水
巻
　
町
　
住
　
民
　
相
談
　
室
　
（
電
　
話
　
6
0
1
－

み

、
・
・
′

日　曜　在　宅　医

11月28日　長谷川医院　眼　科　樋口　691・1017

12月5日　伊藤医院　皮膚科　頃末　691・0527

畢　渡辺医院外科頃末　691・2616
1

診察時間は9時－17時、原則として往診はしません。

ロ
　
印
　
刷
　
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


